
2019.5。30京都新聞

日
本
銀
資

思
都
支
度
が
担
当
し

て
い
る
京
滋
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ

る

「お
金
」
と
い
う
と
、
ま
ず
、

宇
治
の
平
等
院
鳳
凰
堂
が
描
か
れ

た
１０
円
玉
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
１
万
円
札
の
裏
に
も
平
等

院
の
鳳
凰
が
、
２
千
円
札
の
裏
に

は

「源
氏
物
語
絵
巻
」
の
絵
図
と

紫
式
部
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
護
王
神
社

（京
都

市
上
京
区
）
に
祀
ら
れ
た
和
気
清

麻
員
が
描
か
れ
て
い
た
旧
１０
円
札

や
、
近
江
日
野
商
人
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
第
２
次
世
界
大
戦
中
の

幻
の
陶
貨
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
「お

金
」
に
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
日
銀
京
都
支
店
長鈴
木
　
純

一

こ
の
よ
う
に
、
お
札
や
貨
幣
の

成
り
立
ち
を
た
ど

っ
て
い
く
と
、

価
値
の
保
存
や
決
済
手
段
と
い

っ

た
経
済
的
な
役
割
と
は
別
に
、
文

化
的
な
役
割
を
感
じ
ま
す

。。
４
月

に
、
爵
薪
の
偽
造
防
止
技
術
を
用

い
た
新
紙
幣
と
新
５
０
０
円
貨
の

デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
る
と
、
渋

沢
栄

一
、
津
田
梅
子
、
北
里
柴
三

郎
と
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
で
は
、

さ

っ
そ
く
３
人
を
再
評
価
す
る
気

運
が
高
ま

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
て
、

「お
金
」
と
並
ぶ
決
済

手
段
と
し
て
、
最
近
は
、
銀
行
振

込
、
ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
、
電
子

マ
ネ
ー
に
加
え
て
、・
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
用
い
た
決
済
が
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た

「キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス

決
済
」
に
は
、
お
金
の
輸
送

・
取

り
扱
い
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ス
ト
の
聾

減
、
外
国
人
観
ｒ光
客
の

利
便
性
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取
引
履
歴
を

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
キ
ャ
ツ
シ

ュ
レ
ス
決

済
が
普
及
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
、
ど

の
程
度
、
利
用
者
に
と

っ
て
安
全

で
使
い
や
す
い
仕
組
み
に
な
る
か

に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
取
引
履
歴

な
ど

の
個
人
情
報

の
取
り
扱

い

や
、
店
舗
側
が
負
担
す
る
手
数
料

・を
ど
の
程
度
に
す
る
か
と
い
っ
た

課
題
も
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、
平
時
だ
け
で
な
く
、

災
害
発
生
時
の
こ
と
も
想
定
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
金
の
変
輝
は
、
時
代
の
変
化

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

皆
さ
ん
に
も

「お
金
」
の
役
割
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。す

ず
き

。
じ

ゅ
ん
い
ち
　
１
９
６

５
年
生
ま
れ
。
東
京
大
工
学
系
研
究

科
修
了
。
９０
年
、
日
本
銀
行
入
行
。

主
に
金
融
経
済
調
査
や
日
銀
統
計
作

成
に
携
わ
り
、
２
０
１
８
年
５
月
か

ら
京
都
支
店
長
。
今
月
２７
日
付
で
総

務
人
事
局

（総
務
省
出
向
）
に
異
動
。

墓

票
都
出
身
。

「お金」の役割と将来像


